
目標 取組みから見えてきた課題と
今後の取組みの方向性の概要 推進会議からの主な意見

（１）
まちへの想いを育み、
いつまでも住み続けた
いと思えるまちをつくり
ます
【協働・自治】

①多様な情報発信
②参加・参画意欲の創出
③職員研修の充実

取り組んでほしい。

流する機会をつくってほしい。

が地域に顔を出せるとよい。
（２）

将来を見据えた健全な
財政運営を行います

【財政運営】

①財政運営への関心度の向上
②公共施設総合管理計画の推進 て、他学区の方にも多く利用いただけるようなPRを。

防災拠点としての活用にも期待している。

（３）
学び・文化・スポーツの
輪を広げ、まちのチカラ
を育みます

【生涯学習】

①「まちへの愛着・誇り」を高める
②学んだ成果の社会等への還元
③生涯学習・スポーツ施設のあり方

多くの人に知ってもらいたい。

ねることも必要では。

スポーツを取り入れては。

（４）
学校・家庭・地域が連携
を深め、12年間の学び
や育ちをつなげます

【学校教育】

①新たな高浜カリキュラムの推進
②異校種間連携事業の見直し
③個のニーズに応じた教育の充実

がるよう、学校・家庭・地域の連携を充実させてほし
い。

福祉部、社会福祉協議会など関係機関と引き続き
連携強化を図ってほしい。

（５）
子育ち・子育てを支える
環境を整えます
【子育ち・子育て】

①待機児童の解消
②ニーズに即した支援策の展開
③子どもに関わる大人の増加

も注視していきたい。

て、母親や子どもが地域に出るきっかけづくりとな
る情報発信をすすめてほしい。

「思いやり 支え合い 手と手をつなぐ 大家族たかはま」の実現をめざして

第６次高浜市総合計画推進会議　

　総合計画推進会議（7月１７日・8月1日開催）において、後期
基本計画（平成３０年度～令和３年度）に掲げる11目標につい
て、目標達成状況はどうだったか、平成30年度の取組みから見
えてきた課題と今後の取組みの方向性など、行政内部の点検・
検証結果を、担当部署の職員から発表しました。
　そして、高浜市をよりよいまちにしていくためにはどうしたら
よいか、目標の達成に向けて改善すべき課題や今後の取組み
につながるアイデアなどについて、意見交換を行いました。

平成30年度の
とりくみ（抜粋）

▲プログラミング授業実施

▲たかとりこども園整備

▲シンポジウム「窯業のまち・たか
　はまの産業風土とまちづくり」
　開催

▲高浜小学校および
　地域交流施設整備

▲市民記者制度開始
▲市制50周年記念事業
　市民会議の立ち上げ

後期基本計画（平成30年度）の取組みから見えてきた課題・
今後の取組みの方向性を点検・確認！
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